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「男⼥共同参画からダイバーシティへの
展開~群⾺⼤学まゆだまのとりくみ」
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地域に根差し、知的な創造を通して、世界の最先端
へとチャレンジし、21世紀を切り拓く⼤学へ

群馬大学のビジョン

学⻑のコミットメント

◎まゆだまプラン（2013〜2015）及び
まゆだまプランアドバンスト（2017〜
2022）を展開

まゆだま１０年の取組により、
⼥性研究者がつながり紡ぐイノベーションの「好循環」を構築します。

●群⾺⼤学は、多様性と活⼒ある教育・研究環境の
実現をめざし｢まゆだまの10年(2013-2022)」
として男⼥共同参画を恒常的に発展させる。



「まゆだまプラン」から「まゆだまプラン­アドバンストへ」

「まゆだまプラン－アドバンスト〜⼥性研究者がつながり紡ぐイノベーション〜」
地域創⽣に貢献する新しい群⾺の⼥性研究者リーダーモデルの提案

（１）

（２）

（３）
魅⼒ある研究環境整備と継続させる
ための好循環の構築

学内外のネットワークの構築及び
イノベーションの創出

優秀な⼥性研究者の獲得の取組み

さらなる発展のための３つの課題

2019年度の中間評価は総合Ａ

ポジティブアクション「まゆだま加速プラン」実施 （2017年~）
全学経費において、⼥性限定公募スタートアップ経費120万円を確保し、
さらに魅⼒ある研究環境を整え、早期の上位職へのキャリアアップを⽀援

課題（１）-１ 理工学府 女性限定公募

⼥性限定公募により理⼯学府において上位職が増加
（⼥性教授1名から、現在⼥性教授2名、准教授3名）

学部独⾃の⽀援により助教の数も増加

教授
２名

准教授
３名
助教
８名

まゆだま加速プラン

⼥性限定公募

取組成果



⼥性研究者の増加は、⼥⼦学⽣増加への好循環を⽣み出す

R1「オープンキャンパス女子生徒応援プログラム」
「学部3年生対象 大学院進学を促す講演会」(男性参加可)

H26オープンキャンパス
女子向けプログラム開始

H27女子学生向け大学院
説明会開催(継続中)

H28理工学府独自の
男女共同参画推進委員会

⽬標を超える効果

効果

女性大学院生、教員比率の増加取組成果

課題（１）-2 医学系 「上位職ポストアップシステム」

5

医学系⼥性研究者上位職ポストアップシステム (R1〜R4)

⼥性研究者リストも活⽤し、准教授から教授、講師から准教授への
ポストアップを計画的に進める。

①独⾃の昇任の評価項⽬(教育活動の重みづけ等)を策定
②定年予定の医学系の教授・准教授ポストのうち25%(⼥性５名)を採⽤

 医学系における学⽣・⼤学院⽣及び研究者の⼥性⽐率(全国平均と本学との⽐較）

【現状把握の結果】教授が全国平均を⼤きく下回っている

改⾰案

2020年5⽉
医学系で初めて⼥性教授1名を内部登⽤

（⼥性教授０名、准教授2名から、現在⼥性教授１名、准教授3名）

取組成果

（％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％）
第15回(2018) 31.6 47.8 25.7 62.1 30.8 22.9 12.3 10.7 3.8 16.6
群⾺⼤学 33.1 50.0 26.6 - 32.0 26.0 18.5 9.1 0 20.4

助教 講師 准教授 教授 教員合計学⼠課程 修⼠課程 博⼠課程
専⾨職
学位課程

学⽣
合計



2課題（2）-１ 学内外のネットワークの構築

関係⾃治体
産業界・企業

 就職企業開拓
 キャリア形成
 共同研究開発

連 携
県内⾼等教育機関

16賛同機関
⼥性研究者 660名

ネットワーク事務局

｢ぐんまダイバーシティ推進地域ネットワーク」により
学内外のダイバーシティ環境創出

群⾺県･前橋市･桐⽣市･⾼崎市他
Panasonic･ORIX･ｻﾝﾃﾞﾝﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ
･丸三綿業･沖電気⼯業 ･富⼠重⼯業
･セイワ⾷品･オリヒロ･免疫⽣物研究
所･ケアコム・ｸｲﾝﾀｲﾙｽﾞﾄﾗﾝｽﾅｼｮﾅﾙ
ｼﾞｬﾊﾟﾝ ･JR東⽇本･ALPHA･(福)浴⾵
会･東和銀⾏･群⾺銀⾏他

課題（2）-１ 学内外のネットワークの構築

＊学部⽣と⼤学院⽣の合計

＊



課題（2）-1 ぐんまダイバーシティ推進地域ネットワークから情報発信

他機関への波及効果と地域貢献取組成果

専⾨分野・研究紹介・
社会貢献・所属審議会・
講演演題などを掲載

●ネットワークに所属する
⼥性研究者シーズ集を
ホームページに掲載

地域⼈材を情報発信し、
共同研究や地域活性化へ
つなげる

効果

B型からA型へ、A型から科研の共同研究へと展開

課題（2）-2 共同研究促進によるイノベーションの創出

プロジェクトリーダー
【A型】助成50万円

研究会企画･提案
【B型】助成10万円

研究資⾦獲得

2017-
2020

採択数 申請数 採択数 申請数 翌年以降新規科研+継続科研

25 (50) 11 (20) 11 +  10

⼥性研究者 共同研究促進事業
採択者の研究資⾦獲得件数

効果

研究活動⽀援制度(研究活動⽀援員配置)

H26年度より 56名 のライフイベントを抱える研究者へ配置成果



【成果】
⽀援を存続することで
翌年度の採択率に
結果が反映されている

課題（3）-2 独自の研究費助成による成果

群⾺⼤学独⾃の研究助成⼥性採択者の
翌年度の科学研究費採択状況

＊研究・産学連携戦略推進機
構が平成24年度より継続実施

10

効果

取組成果

両立支援ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰの配置
による相談の実施

＊⼦育てしやすい職場として「くるみん」認定

 研究者が活躍
しやすい環境づくり

学会等の託児経費
の補助を実施

課題（3）-3 魅力ある研究環境整備

近隣の放課後児童クラブ
（学童保育）との連携



「まゆだまの10年」の成果

 女性研究者の獲得、
登用の取組み

１０年後を⾒据え 中⻑期的視点で実施
３つの数値目標を
早期に達成

①⼥性研究者
20.0％

②⼥性役員
12.5%

③⼥性管理職
14.5%

女性研究者数・在籍比率の推移 取組成果

＊群⾺県知事表彰
「ぐんま輝く⼥性⽀援賞」

令和2年６⽉

＊科学技術推進機構「輝く⼥性研究者活躍推進賞」
令和2年11⽉

受賞



ダイバーシティ推進センターの設置 （２０２０年４月～）

①男⼥共同参画に加えダイバー
シティを全学で推進する

組織を学則に明記すると
ともに、専任教員を増やし
持続可能な体制を整備

新体制でSDGｓへ貢献

②男⼥共同参画とダイバーティ
の教育研究を発展させる

⽬的

SDGｓ
学内外への推進に貢献⽬標

ダイバーシティの新たな取り組みとして

●性の多様性に関する「基本的考え」と
「対応ガイドライン」を策定 (2019年)

 相談窓⼝の設置
 学籍上の性別の変更
 通称名の利⽤
 施設設備の整備等

取組成果



16


